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本研究では、糸魚川駅北地区における大規模火災後のまちづくりを背景に、雁木という地域固有の空間構造に着目し、図書館という公共建築を通してその継承と更新を試みた。雁木を主屋の一部として再定義し、縁廊空間と
して建築内部へ引き込むことで、街路・建築・生活が連続する空間構成を提示している。

本計画が目指したのは、特定の景観を保存・再現することではなく、人々のふるまいや移動、滞留といった日常の営みを通して風景が立ち現れ、時間をかけて残っていく状態である。建築が生活と切り離された記念的な存在
となるのではなく、日常の中に溶け込みながら、地域の記憶や関係性を静かに支え続けることが重要だと考える。

本提案が、災害を経験した都市において、防災性と地域らしさを両立させながら、建築がどのように生活と結びつき、風景を形成し得るのかを考える一つの視座となることを期待する。
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